
2清水町議会だより
平成28年11月　147号

第４回定例会 審議結果/行政報告

条例の一部改正
● 町税条例の一部改正　 

・ 日本国内居住者が外国に所在する法人等を
通じて、国内において支払いを受ける利子
等及び配当等に係る課税の特例を導入
・ 台風10号災害による町税減免措置に対応す
るため、減免の対象に「災害により著しい
被害を受けた者又はその他特別の事由があ
るもの」を追加

●国民健康保険税条例の一部改正

・ 町民税で分離課税される特例適用の利子等
及び配当等について、所得割額の算定及び
軽減判定に用いる総所得金額に含める
　
●中小企業近代化資金融資条例の一部改正

・ 運転資金について、町が融資利息を助成す
る期間を1年間延長
・ 台風10号により断水、停電、道路・橋梁等
の損壊、河川の氾濫等により被災し、損害
を受けた商工業者等に対する運転資金及び
設備資金の融資について、保証料及び利息
の全額を補給

　９月１日現在の主な作物の生育状況等について、小麦全体
では平均6.9俵と昨年の11.9俵を大きく下回った。てん菜につ
いては、６月から７月にかけての低温・多雨により「やや不良」、
馬鈴薯については「並」、豆類については「やや不良」となっ
ている。飼料作物については、牧草が「並」、サイレージ用と
うもろこしが「やや不良」の状況である。

台風による被害状況とその対応について
　８月17日から23日にかけて立て続けに台風７号、11号、９
号が北海道に上陸し、８月30日から31日にかけて接近した台
風10号では、土石流の発生や河川の氾濫により橋梁が崩落。
町内では２人の方が行方不明となり、家屋の倒壊や流失、農
地の浸水被害など過去に例を見ない災害が発生した。
　避難所には最大261人の方が避難。家屋の全壊が12件、半
壊７件、床上浸水12件、床下浸水45件を現段階で確認。道路
関係は、橋梁24橋、道路79箇所、河川は７河川において被害
が発生。農業関係は、3,279ヘクタールで冠水、倒伏、なびき
等の作物被害があり、農地では114戸329ほ場436箇所で、面
積にすると202.82ヘクタールが土砂堆積、農地流亡の被害を
受けた。また、明渠では36路線349箇所で護岸流失、法面侵食。
水道関係は、取水口などの施設が被災したため、8月31日か
ら清水市街地、下佐幌、人舞地区で2,962戸が断水となったが、
9月15日の夕方までに全ての世帯で復旧。農業用水については、
約210戸で断水となりＪＡ等のタンクローリーにより給水活
動を続けている（９月27日現在）。断水地域については、９
月検針分の料金を減免することに決定した。
　なお、町内公共施設などの被害金額（復旧費）は、現段階
での概算で165億円に上り、内訳としては、橋梁13億２千万円、
道路12億５千万円、河川19億３千万円、明渠排水路19億４
千万円、農地32億２千万円、町営育成牧場９億５千万円、農
業用水施設及び管路53億６千万円、上水道３億６千万円、そ
の他公共施設が１億７千万円である。
　国による激甚災害指定が決定されたので、国や道と連携を
深め、応急工事を含む早期復旧を目指す。

農作物の生育状況等について

行 政 報 告▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計

を
含
む
7
会
計
の
決
算
に
つ

い
て
、
10
月
3
日
の
本
会
議

で
審
議
を
行
い
、
採
決
の
結

果
、
全
会
計
を
認
定
と
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
消
防
の
広
域
化

に
よ
り
西
十
勝
消
防
組
合
が

解
散
し
、
消
防
団
に
関
す
る

事
務
が
町
に
引
き
継
が
れ
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
部
分
の
決

算
に
つ
い
て
も
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
で
は
、

歳
入
歳
出
の
差
引
残
額
が
2

億
５
３
７
万
41
円
と
な
っ
て

平
成
27
年
度
決
算
を
認
定
お
り
、
こ
れ

に
つ
い
て
は

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
決
算

余
剰
金
と
し
て
1
億
円
を
財

政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
、

残
り
を
平
成
28
年
度
に
繰
り

越
し
て
い
ま
す
。

議員に事前配付された決算書、監査委員に
よる決算審査意見書、主要政策成果表につ
いて、副町長から総括的な説明を受けた

白田道代　さん

人　事

人権擁護委員候補者
推薦は適任

意見書の提出
　次の意見書は、第４回定例会において審
議の結果、可決され、議会はこれを関係行
政庁に提出しました。

◆ 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策
の充実・強化を求める意見書　

　※賛成11、反対1で可決（反対１ 高橋議員 )
　※ 加来議員は議長のため採決に加わっていません。

◆ 平成28年８月の連続４台風による災害対
策に関する意見書

　人権擁護委員候補者とし
て白田道代さん（東清水）
を推薦することについて町
長から意見を求められ、第
４回定例会において議会は
「適任」としました。
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